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肥満児における染色体検査成績
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　　　　　　　　　　　κ　Matsum6to－shi　School　Phys　icians／Associatiσn

、　K秩E…ds　：’n巴脚鯉r（k・1，・y噌r・’・lf　gb・・・…1・i・d・en），長い・染鱗・（1・ng　Y・hr・m…m・）

　　　　　　　　　緒　，，言　　　　　　　．，　　子2名，女子3名，合計5名から肘静脈より1meずつ

鰍な細では一　蝶鵬ヒベて澄染色体贈胴　拗し，米村ら5’の方灘…従・て，嫁製PHA・

噸度硯出される’tとが知られて、・る，」a・。b・ら・　抗生擁，ヘパリソおよび・トAB型螺を加≧て

は玉965年セr鐸盤＃開暴傾向髄碕彌院1踏　TC　199麟液で74時間培鍛・コ・レヒチソで17噸

翻7名の野申に、9例のXYY等の染鱗鼎欄　贋後遠心澱鳳・て痢日胞蝶め37℃のタイ゜
．やた・と脚乱，・れ瑚織ならて・の方勉ら　一・腋・・4嚇1蜀し37℃魏水6・eを餓て15分

の調査は活発に行なわれた2）。例えば原発性無月経女　　　間低張処理（その間3圓軽くピペヅトで掩斜三）した

子群，精薄施設収容者Pt，1身長が特に低い女子群，身　　　後，1タノール・酢酸（3：1）圃定液で國定，スラ

長の高い男子群鋤では染色体異常が高頻度に見られ　　　イドグラス上に展開して炎ltで乾燥せしめ染色体永久

ることが判った。上記のように身長の高低の他に外見　　　標本を作製，分裂像の少なかった1例を除いて20以上

上容易に区別しうる体型としては肥満体・痩身などが　　　の細胞を検索した。その際．染色体顔翼なりの多いも

あるが，これらについては検査報告が見られないの　　　のおよび一瞥して核板が壊れ染色体の一部が人±的に

で，肥満児の染色体について著者らの検査成績を報告　　　欠失していると思われる細胞は除外して写真撮影し，

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染色体数を調べ，特に2n　＝44，45，46（各被検者よ

　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　り5細胞）および47の細胞については標本を見比べな

　　ト．　　　　r材料および方法　　　　　　　　　　　がら核型分析を行なった。尚，生徒の身長，体重，学

　松本市内A小学校生徒のうち肥満している生徒，り1　　　力成繍肥満度および遺伝的背景の既略は衰1に掲げ
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Table　l　　　　Physical　and　mental　data　of　objects　and　their　families，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　school　degree　of　Broca　　　　physique　of　families　　　　schoolName@y・ar　sex　st |「e　wlalt　rec・・d°b禰i携テ…h・・m・ther臨喜

Y．M。　6　　6
E．Y．　　3　　　♀

K．S．　　4　　　♂

T．T，　　4　　　♀

Y，Y．　　3　　　♀

156．0　　6L　8　　worst　　　35．8　　十10．4　middle　middle　　　－－

1362　　40．2　worst　　　29．7　　十11．　O　middle　middle　sma11（sister）

138．4　　49．O　　worse　　　52，2　　十27．　6　　－　　　middle　　　－

144．5　　47．6　　worse　　　28．6　　十7．0　肛1iddle　large　　sma11（siE　ter）

129，8　　33．7　　middle　　25．7　　十13．1　1arge　　large　　　　一

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当する大きさの染色体を形成し，実質’的には46本の染

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色体を有すと思われるもの，およびE群の1染色体の

　　　　　　　　　　検査成績　　・　　欠失したものであ。た．2。－47ではN、．17艶体

　総数110の細胞について染色体数を調べた結果，表2　　　のtrisomyと思われる1細胞であった。2n　＝＝46で

に示したようにいずれも中央値（mode）は2F鱒で　　　はNo．3染色体短腕にgapの認められるものが1細

90％以上の細胞が正常であり，hypomodal　cell（染　　　胞あり（図2），被検癒K．　S．は全細胞に長いY染色

色体数2n・・46より少し「・細胞）は10細胞・hypetmodal　　体を有し，これはG群染色体の平均長さの約1．5倍，

ce11（染色体数2n　・46より多い細胞）嫉1細胞であ　　　すなわちY／G・1．5であった（図3），、

った。これらの細胞のうち2n　・44，45，46および47

のものについては図1のような核型分析を施した。そ　　　　　　　　　　　　考　　察

の結果醸3に記したごとく・2・　・44ではN。・2およ’ @体型別に艶帳常搬欄べると，娠の低瞭
びB群の1染色体舎計2箇の染色体が欠けた1細胞　　　　子群では14～30％にXO型がみられ6）7），欧米では身

’2n＝45は3細胞あり・B群の1染色体欠失，　E群の　　　長183cm以上と背が高く，かつ非行歴のある男子群で

おそらくNo・16及びNo・18が相互転座してC群に相　　　はXYY型4，96％と一般集団で約0．13％であるのに比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ著しく高頻度であると言われており8），ことにXマY
．Table　2蟹皇lysis°f　ch「91A°s°me　n・mb・L　肝で版宅L会的偽殊鮒人懸傾向力、強く，初

Name

Y．M．

E．Y．

K．S．

’T．T．

Y．Y．1
total

＿＿．．＿旦11里堕£．璽』L里璽§鱒e量．＿＿t．．t，　　　犯年令も一般集団で18才であるのに比べ13．4才とか

41424344454647　tota1　　　なり1域いことから最近注臼されて来ている。このよう

　　　　　　　1　220　1　　24　　　　な染色体異常では外形，内臓諸器官，知能，皮膚紋理

　　　　　1　　　　　12　　　　　13　　　　などに広汎な異常を伴うことが多い。JjE’re児5名を対

　1　1　1　，，118　　　　21　　　’象とした著者らの検査では，これらに共通した数的あ

　　　　　　　　　　ト24　　　　24　　　　るいは構造的な染色体異常は認められなかったが，男

li’［1・．　’，11；1』1111　子・名の・ち・名帳い・矧・鮪・ていた・・Q

　　　T＿＿＿＿－h．一．，．．一．．一一t－一　　一　　一　　　被検者は肥満度52，　2，Broca指数も＋27，　6％で5名中

Table　3　　Karyotypes　of　some　abnormal　ce11菖（2n・・’44，45　and　47）and　of　five　normal

　・」　　　　cells（2n＝＝46）from　each　child。

＼　　N・出・
翠緩ξ聖m°s°mes：こごこ。

44

45

46

47

Y．M．幽圏　　E．　Y、　　K，　S，　　T，　T，　　Y，　Y，

44，XY32－，B－

45，XY，　t（E，E）　　　　　　　　　45，　XX’，　E＿

45，XY，　B一

錨7．46，　XX　46，　X’°ngY　46，　XX　4盤溜3・）
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　　　　F■gl　Akaryotype　of　a　normal　cell（2n＝46）．
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Fig．2　A　partial　karyotype　of　a　cell　with　a　gap（arrow）

　on　a　short　arm　of　No．3chromosome　which　belongs　to　A

　9「oup・

慧鐵繊鑛f　81’Y染色鰍られたことは現段階で灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論
　Fig．3　Partial　karyotypes　of　five　cells　with
　　the〃10ng　Y〃chromosomes　obtained　from　　　　　肥満児5名（小学生男子2名，女子3名）にっいて

　　an　obese　boy（K．　S．），　　　二　　　　　　　未梢白血球培養法によって1被検者当たり平均22細

　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　胞，合計110細胞め染色体数を調べた。99細胞，すな

最も高度に肥満している。肥満度はその身長における　　　わち90％の細胞が2n；46であり，異数性細胞11箇の

全国平均体重（標準体重）より実在体重は何％多いか　　　うちhypomodal　cellは10細胞，　hypermodal　cellは

を示すもので20（勉以上を肥満とし，50以上は病的　　　1細胞（2n＝47）であった。さらに異数性細胞のうち

とされている。日本人向きのBroca指数は次の式で　　　2n＝44，45，47のもの総て，および正常細胞（2　n＝
　　　　　　　　　　　　　　　t
示される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　46）のうち各被検者より5細胞ずつを選び核型分析を

一指数一塾体|肇…鞭・1・・　募姦誘潔誌鷹灘謝鷺誓淫
　　ただし，標準体重＝身長（om）－105（kg）　　　　　　が，被検老中で最も高度に肥満している一（Broca指数

・の指数・・＋・・％以踊的肥ma・　＋・・一＋1・％を芸1灘蠣隠の全細胞に長し’Y染色体『／Gニ1

肥満，士10％の範囲は正常と解されている9）10）。Y染

色体の長さには個人差というよりむしろ家系による差

（父親から息子へと受け継がれる）があり11），既に親
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